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１．お客さまはじめ地域の皆さまへ

　平成24年7月の九州北部豪雨では、多くの方々が甚大な被害に遭われました。被災された皆様に
お見舞いを申し上げますと共に、被災地の皆様の一日も早い復興・復旧をお祈りいたします。
　
　平素より松浦鉄道に対してご理解とご協力をいただき誠に有難うございます。
　弊社は地域の皆さまに「ＭＲ」の愛称で親しまれ、沿線内外の多くのお客さまにご利用を頂いて
おります。
　鉄道の基本は安全です。ご利用の皆さまに「安全・安心」を提供することを企業理念の第一に掲げ
日々、安全・安定輸送に取り組んでおります。
　本報告書は、鉄道事業法に基づき、平成23年度(2011年度)の安全確保の取組みや実態について
公表するものです。
　平成23年度は、局所的な豪雨や台風による運転規制等の輸送障害が発生しましたが、復旧体制の
確立や的確な対応で、列車の運休・遅延を最小限に留めることが出来ました。
　一方、直通運転乗り入れ駅である佐世保駅で車載器の取り扱い誤りを発生させ、関係者に多大な
ご迷惑をお掛けしてしまいました。
　この事故を教訓として運転取扱い訓練の充実を図り、事故発生後の早期復旧を図ってまいります。
　今後とも全社員一丸となり地域の公共交通機関として、安全・正確・便利な鉄道輸送サービスを
提供し続けて参る所存ですので、皆さまのご支援・ご指導をお願い申し上げます。

２．事業運営の基本理念と安全に対する基本方針

(１)事業運営の基本理念
　　「安全で、正確で、便利な地域に密着した鉄道を目指しています。」を基本理念とし、開業以来
　　新駅の設置(２２駅から５７駅へ)や、列車本数の増加(５２本から１４５本へ)等、お客さまの利便性
　　を追求してまいりました。また、3月12日のダイヤ改正から長崎スマートカードを導入し更なる
　　利便性向上を図りました。今後もお客さま満足の向上を追求してまいります。

(２)安全に対する基本方針
　　「安全第一」「お客さま第一」を基本方針とし、弊社安全管理規程を遵守し、安全確保に取り組ん
　でまいります。

(３)運転の安全に関する綱領
①安全の確保は、輸送の生命である。
②規程の遵守は、安全の基礎である。
③執務の厳正は、安全の要件である。

３．輸送の安全確保と管理体制

(１)輸送の安全確保(施設整備)
　　国鉄・ＪＲから引き継いだ施設の老朽化に対応するため、平成１６年度から平成２５年度までの１０年間を
　計画期間とする「老朽化施設整備事業」を策定し、車両更新・レール重量化・斜面防護・橋梁整備など、
　安全確保に全力を投入しております。

(2)危機管理体制の強化
　　近年の鉄道テロや、地球温暖化に伴う自然災害の大型化傾向を受けて、事象が発生した場合の迅速
　かつ的確な対応を実践するために、机上訓練や実設訓練等により危機管理に対する体制強化を図って
　おります。
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(３)安全管理体制

　　平成１８年３月の鉄道事業法の改正を受け、平成１８年１２月１日に「安全管理規程」を制定いたしました。

　経営トップから現場第一線の社員まで「安全に関する情報を共有化」し、安全意識の向上を徹底します。

 　　　  社長コミットメント

　　　　　①「お客さまの安全」　　　　　　②「設備の安全」　　　　　　　　③「従業員の安全」

  代表取締役社長

【運転管理体制】 【車両管理体制】

注　 は、安全管理規程で定める必要がある職務

〔安全管理体制に係わる関係者の役割〕

社長 輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う

輸送の安全の確保に関する業務を統括する

運転管理者(運転課長) 安全統括管理者の指導のもと、運転に関する事項を統括する

施設管理者 安全統括管理者の指導のもと、施設に関する事項を統括する
(保線、土木、電気の各グループ長)

車両管理者(車両課長) 安全統括管理者の指導のもと、車両に関する事項を統括する

課
長
代
理

取締役会

安全統括管理者(運輸部長)

運
転
課
長

車
両
管
理
者

総
務
管
理
者

〔安全管理体制図〕

運輸部長

(安全統括管理者)
総務部長営業部長

輸送の安全の確保に必要な設備投資、予算、人事に関する事項を
統括する。

【施設管理体制】

車
両
課
長

課
長
代
理
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主な役割役　職

総務部長

乗務員指導管理者(運転係長)

駅
務
管
理
者
駅
務
課
長

土
木
グ
ル
ー

プ
長

施設管理者

課
 
 
長

安全統括管理者の指導のもと、運転士の資質の保持に関するに事
項を管理する

運
転
管
理
者

電
気
グ
ル
ー

プ
長

総
務
課
長

保
線
グ
ル
ー

プ
長
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(４)安全管理の方法
　　安全の確保のためには、安全マネジメントの構築が急務です。
　　企業トップから現場第一線の社員にいたるまで安全に対する同一レベルの認識を持ち、日常の
　ヒヤリハット体験や気付きを共有し、事故防止に繋げて行く体制を確立する必要があります。
　　弊社では、各種会議の中で安全に関する課題を討議し、施策(取組み)に反映しております。
　　また、ＰＤＣＡサイクル活用をし、安全の取り組みをより効果的なものにするよう努めております。

(５)安全目標(2011～2015年度の５カ年計画)

(６)安全目標に対する実績(過去4年間)

４．事故報告に係る処置及び再発防止　　
     注　事故が無かった場合は再発ではなく事故防止

(１)事故報告に係る処置
　　事故報告につきましては、鉄道事業法第十九条及び第十九条の二の規定を遵守いたします。

(２)運転事故の再発防止
　　再発防止につきましては、自社・他社を問わず事故事例を参考として、弊社安全管理規程で定めている
　「予防措置」「是正措置」に則り再発防止を徹底してまいります。
　　また、内部監査の実施に向け体制を確立し、安全管理についての認識の徹底を図ってまいります。

５．事故等の発生状況

(１)2011年度に発生した鉄道運転事故等の状況

(２)インシデント(事故の兆候)
　　2011年度は九州運輸局への報告はありませんでした。

H23.9.8 輸送障害
H23.8.26 輸送障害 有田駅～今福駅間 自然災害(水害)

佐世保駅構内 操縦者 7本

・乗客の死亡事故

内　　　　容

・死亡事故を発生させない
・人身事故を起こさせない

・列車事故(衝突・脱線・火災) ・重大事故を発生させない

40分

項　　　目
・列車事故(衝突・脱線・火災)

区　　分 項　　　目

・踏切障害事故
定量的な目標

・乗客の死亡事故

8分
H23.6.26 輸送障害

自然災害(水害) 12本 4本

34分
発生年月日 事故等種類

・踏切障害事故

区　　分

定量的な目標

3

H23.7.7 輸送障害 伊万里駅～佐々駅間
調川駅～中里駅間 自然災害(水害)

運休 遅延発生場所 原因
4本

13本 60分

H23.8.21 輸送障害 有田駅～佐世保駅間 自然災害(水害)

最大遅延
H23.6.12 輸送障害 浦ノ崎駅～中里駅間 自然災害(水害)

H23.8.22 輸送障害 伊万里駅～たびら平戸口駅間 自然災害(水害)
H23.8.21 踏切障害 左石駅構内 自然災害(水害)

0本

6本

180分
0本 26本 35分

4本 121分

0本 24本
有田駅～佐世保駅間 自然災害(水害)
伊万里駅～たびら平戸口駅間 自然災害(水害)

5本

22本

H24.2.4 踏切障害 有田駅～三代橋駅間 踏切道

H23.8.23 輸送障害

H23.8.23 輸送障害

H23.11.23
H23.11.10

6本 1本 106分
77分

5本
5本

6本 122分
215分
65分

輸送障害 御厨駅構内 車両故障

8本 5本 56分相浦駅構内 車両故障輸送障害

H24.2.2 輸送障害 松浦駅構内 自然災害(雪害) １本 9本

1

5本 7本

2010

0
0

68分

29本

9本
5本

2008 2009
(件数)
2011

0
0

1

0
0
0

0
0
0
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６．行政指導

(１)2011年度の実績及び改善
　　2011年度は九州運輸局からの行政指導はありませんでした。

７．安全教育

(１)乗務員定期訓練
　　異常時訓練、現車訓練、運転取扱い訓練、テロ対策訓練などを年間を通して実施し、人材教育に
　努めております。
　　また、例年、ＪＲ九州の事故復旧訓練や安全創造取組み発表会に参加し、事故事例を「他山の石」
　として社員の資質向上や事故防止に活用しております。

(2)事故防止研修会議、安全講習会等の開催
　　施設関係の協力会社を対象に、事故防止研修会議、安全講習会などを年間を通して実施し、安全
　教育に努めております。

(3)その他社員の訓練

　新人研修、接客サービス研修などを年間を通じて計画的に実施し、人材の教育に務めております。

※安全の確保に向けた事故防止研修会議等の状況

　　　　　　　　　　　　　　・協力会社社員の参加による事故防止研修会議

　　　　　　　　　                        　・列車見張り員講習会　　　　　　　　　　　　

4
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※安全の確保に向けた訓練の状況

　　　・運転指令員の運行表示取扱い訓練1 　　　　　・運転指令員の運行表示取扱い訓練2

　　　　　・新入社員の教育訓練1 　　　　　　・新入社員の教育訓練2

・運転士見習に対する先輩運転士の特別講義    ・新人運転士に対する添乗指導

5
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　・実説訓練開始(現地対策本部(神田駅)) 　　　　　　　・トンネル内で発生した車両火災

※平成23年11月4日異常時実設訓練実施光景(神田トンネル)

　　　　　・担架による重症者の救出 　　　　　　・担架で搬送される重症者

　　　　　　・車内の一般乗客の救出 　　・訓練終了時の反省会(佐々駅)

6
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8．施設整備

　　地域公共交通バリア解消促進事業(鉄道軌道輸送対策事業)として、国及び関係自治体の補助を受け、
　また、老朽施設等単独事業として、関係自治体の補助を受け事業を実施しました。

(１)地域公共交通バリア解消促進事業

    主な事業は次の通りです。

①車両更新
老朽化した車両を新型車両へと更新することにより、ブレーキ効率の向上による安全性を高める。

・仕上がり間近の新型車両仕 間近 新 車両

・試験走行に臨む新型車両

7



松浦鉄道株式会社　2012年版安全報告書

②レールの重量化
37Kから40Nにレールを重量化化することにより、耐久性の向上及び列車運行の安全確保を図る。

・西有田～大木間、清峰高校～佐々間の2か所

　　　　　　　　　・交換準備作業

8
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③分岐器の重量化
老朽化した40N分岐器を50Nに交換して耐久性を向上させ、安全安定輸送を図る。

・中里駅構内での分岐器組立

・分岐器交換後の仕上がり検査

9



松浦鉄道株式会社　2012年版安全報告書

④木まくら木のPC化
老朽化した曲線部の並マクラギを、5本に1本をPCマクラギに交換して軌間拡大による事故防止を図る。

・真申～相浦間のPCマクラギ敷設状況

10
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⑤全般検査
　 法廷で定められた8年以内の期間において各部を解体のうえ行う検査である。

・佐々の車両基地にて実施されたMR401の全般検査

11
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⑥重要部検査
　 法定で定められた4年以内、走行距離50万キロ以内の期間に行う検査である。

・佐々の車両基地にて実施されたMR600の重要部検査

12



松浦鉄道株式会社　2012年版安全報告書

⑦木マクラギ交換
老朽化した木マクラギ1,200本を新品の木マクラギに交換する。

・有田～佐世保間の木マクラギ交換状況

13
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(2)単独事業
　　老朽施設等単独事業として、関係自治体の補助を受け事業を実施しました。

    事業は次の通りです。

①通信線取替
老朽化した通信ケーブルの取替を行う。(質の向上と容量の拡大)

　　　　　　・西九州線　有田～伊万里間　9か所　の通信ケーブルの敷設状況

14
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９．地域との連携

(1)こども１１０番
　　松浦鉄道では、地域の子供たちを守るため「こども１１０番」に参画しております。

(2)踏切事故防止キャンペーン
    踏切を通行するドライバーへの事故防止啓蒙活動

　　　　　　　　　　　　　　　　・西九州線　佐々踏切でのチラシ配布

15
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１０．松浦鉄道からの地域の皆さまへのお願い

(１)踏切事故防止
　　踏切では人も車も一旦停止を行い、左右の安全を確認してから踏切を渡って下さい。万が一閉
　じ込められたら直ちに非常ボタンを押すかゆっくりと前進して下さい。なお、遮断桿は簡単に持ち
　上げることが出来ます。また、遮断桿を破損した場合は直ちに連絡してください。

(２)置石による列車妨害の防止
　　興味本位で線路の上に置石をする人がいます。大変危険な行為ですので絶対しないで下さい。

(３)マナーアップ、モラルアップについて
　　列車内では携帯電話は、マナーモードにするか電源を切ってください。また、駅待合室での喫
　煙は受動喫煙による健康被害を防止するためにもご遠慮下さい。また、車内や駅での飲食の際
　はキチンとゴミ箱に捨てて下さい。快適ですごし易いし車内や駅づくりにご協力をお願いします。

(４)テロ対策
　　列車内や駅構内で不審物を発見した場合は、直ちに乗務員か駅員に連絡してください。

１１．安全報告書に対するご意見の連絡先

　　安全報告書や弊社の取組みに対するご意見をお寄せ下さい。

　    　　〒857-0862
　    　　  長崎県佐世保市白南風町１番１０号
  　  　　本社　℡0956-25-3900 / FAX0956-22-8572
  　  　　                    又は
  　  　　運輸部　℡0956-63-2546 / FAX0956-63-5163

　    　　ＵＲＬ　http://www.matutetu.com

　　    　※　お電話は 9:00～18:00　にお受けいたします

松浦鉄道㈱本社及び運輸部
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